
令和７年度

ながさきの農林業
若者から選ばれる
「快適で儲かる農林業・快適で暮らしやすい農山村」
の実現を目指して
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❶

１．本県の概要
　長崎県は九州の西北部に位置し、県土は離
島・半島地域が大部分を占めていることから、
平坦地に乏しく、海岸線の延長は北海道に次
ぎ全国第２位の長さとなっている。

【主要指標】

【面積区分】

【気　　象】

【産業別人口】総就業人口　648,138 人

（県土面積の内訳：市町数 13 市 8 町）

※長崎県異動人口調査、全国都道府県市区町村別面積調、県民経済計算

※「全体」：全国都道府県市区町村別面積調
　「離島」：第 63 版長崎県統計年鑑　H27.10.1 現在

※「全体」：全国都道府県市区町村別面積調
　「耕地面積」：第 70 次九州農林水産統計年報
　「森林面積」：長崎県の森林・林業統計

※1991 から 2020 年の 30 年間の平均
　下段（　）書は近年５ヵ年の平均（2020 ～ 2024）

※令和 2年国勢調査
※割合は分類不能を除外して算定

※国土地理院公表　R5.2.28
※国土交通省　R4 年度海岸統計 　

離島の放牧風景

諫早湾干拓地でのレタスの収穫作業

その他
1,254 ㎢

耕地面積
452 ㎢
（10.9%）

森林面積
2,425 ㎢
（58.7%） （30.4%）

全　体
4,131㎢

全　体
4,131㎢

本土
2,266 ㎢
（54.9%）

離島
1,865 ㎢
（45.1%）

全国

長崎

第1次　 第2次　 第3次3.2%

6.7%

23.4% 73.4%

19.3% 74.0%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0



❷

　令和５年の農業産出額は1,590億円で全国第23位と
なっている。
　主要品目を都道府県別順位でみると、 びわ(1)、 ばれい
しょ(2)、 葉たばこ(3)、 はくさい(3)、 いちご(4)、 きく
(4)、 たまねぎ(4)、 ガーベラ(4)、 にんじん(5)、 アスパラ
ガス(5)、 カーネーション(5)、 にがうり(5)、 みかん(6)、
ブロッコリー(6)、 肉用牛(7)、 レタス(7)などが産出額で
上位10位以内に位置している。

【主要指標の全国的地位】

【農業産出額の全国トップ１０に入る品目】（令和 5年）

２．全国的にみた長崎県農業の地位

作付けが拡大しているブロッコリー※（　）内は、順位

※２０２０年農林業センサス（確定値）、耕地及び作付面積統計、生産農業所得統計、農業経営課調べ（認定農業者数）

※生産農業所得統計

第30回「長崎和牛」系統枝肉共励会
グランドチャンピオン

長崎県育成カーネーション
「ひめかれん」

いちご「ゆめのか」の高設栽培
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３．本県農林業の概要

農　　業

立地条件1
　本県は、多くの離島や半島から成り立ち、地
形は複雑で、急傾斜地が多く、耕地条件に恵ま
れていない。
　年間平均気温は約13～18℃、年間降水量は
約1,900～3,200mmと温暖多雨であるが、大
消費地から遠隔地にあり、地理的・地形的な条
件には恵まれていない。
　しかしながら、県内各地域では、地形や自然
条件を活かして、多様な農林業が営まれている。

　本県の総農家数は28,282戸 で、2015年
（H27年）から約5,500戸（16％）減少している。
　農業経営体数は17,936経営体であり、うち
個人経営体が17,500、団体経営体が436となっ
ている。
　なお、認定農業者数は、令和６年３月末現在、
21市町で 5,034 経営体（うち法人 386）となっ
ている。

農　家2

※2020農林業センサス

※「農業経営体」：経営耕地面積が30a以上など一定規模以上
の農業を行っている者。世帯（家族）による個人経営体と
組織（法人等）による団体経営体に分けられる。
※｢主業経営体｣: 農業所得が主で、農業に60日以上従事して
いる 65 歳未満の世帯員がいる個人経営体
※｢準主業経営体｣: 農外所得が主で、農業に60日以上従事し
ている65歳未満の世帯員がいる個人経営体
※｢副業的経営体｣: 主業、準主業以外の個人経営体

基盤整備事業により作業性が向上したみかん園

▼総農家数の推移
▼販売規模別農業経営体の割合

※農林業センサス※農林業センサス

（戸）
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14%
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　本県の耕地率は10 . 9％で、 耕地面積は
45,200haで畑面積の比率が大きく、耕地利用
率は 92.9％となっている。
※「耕地率」：県全体の面積4,131km2のうち耕地面積の占める
　割合
　傾斜度別の耕地（農振農用地）は、 水田１/20
以上48％、 畑15度以上9%と急傾斜の比率が全
国 （水田１/20以上14％、 畑15度以上4％） に
比較して著しく高く、小規模団地を形成してい
る。このため、区画整理の整備率は令和５年度
末で水田 62.3％、普通畑 24.5％と遅れている。 
　1 戸あたり耕地面積1.60haと小規模である。

耕地面積4農業従事者3
　基幹的農業従事者は、高齢化の進行に伴い、
65歳以上が61.7%となっており、担い手の確
保が大きな課題となっている。
※｢基幹的農業従事者｣：自営農業に主として従事した世帯のうち、
　ふだん仕事として主に自営農業に従事している者

　基幹的農業従事者数（個人経営体）　25,107人
　　うち65歳以上　　15,482人（61.7%）
　　　　　　　　 　　　　　全国69.6%
　新規自営就農者（令和5年）   280人
　新規雇用就業者（　 〃　 ）   282人

【新規自営就農者（15歳以上65歳未満）の推移】

▼耕地面積の推移

【整備前】

【整備後】

（単位 : 人）

※農業経営課調べ

※樹園地は畑の内数、耕地及び作付面積統計

（令和5年）

※耕地及び作付面積統計
※端数処理により合計は一致しない

農地整備事業　空池原地区（南島原市）
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主要農畜産物の生産状況5
　本県の変化に富んだ地形、自然条件を活かし
た多種、多様な農畜産物が生産されている。
　販売規模別では、１,０００万円以上の農業経営
体が増加傾向にある。（３頁右下図を参照）

【主要農畜産物の生産状況】
（単位：ha,t, 千本 , 頭 , 千羽 , 億円）

※｢農産｣：H25･R5年作物統計
　「工芸：茶」：H25･R5年摘採面積、荒茶生産量、農産園芸課調べ
　｢工芸：葉たばこ」：H25･R5年全国たばこ耕作組合中央会、
　　　　　　　　　　 西九州たばこ耕作組合調べ
　｢果樹｣：H25･R5年産果樹生産出荷統計
　｢野菜｣、｢ばれいしょ｣：H25･R5年産野菜生産出荷統計
　｢花き｣：H25･R5年産花き生産出荷統計
　｢畜産：乳用牛、肉用牛、豚、採卵鶏、ブロイラー｣
　　　 ：飼養頭(千羽)数はH25･R5年畜産統計
　｢畜産：乳用牛｣：出荷量はH25･R5年牛乳乳製品統計
　｢畜産：肉用牛（子牛）｣：出荷量はR5畜産課調べ
　｢畜産：採卵鶏｣：出荷量はR5年畜産物流通統計
　｢畜産：ﾌﾞﾛｲﾗｰ｣：出荷量はR5年畜産統計

次世代を担う県有種雄牛「姫晴久」
ひめはるひさ

させぼ温州の県下統一ブランド「出島の華」

長崎和牛のトップセールス（アメリカ）

全国品評会で日本一(H29～R2,R4)を獲得した長崎玉緑茶

はな

高温に強く、食味の評価が高い
水稲品種「なつほのか」
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　令和５年の本県認定農業者の1経営体当たりの
農業所得は、555万円と平成25年と比較して増
加している。

農業経営6

農業産出額7
　令和５年の本県農業産出額は1,590億円で、
肉用牛は子牛及び枝肉価格の下落で減少した一
方、豚、鶏やいも類や野菜などの農産物全般で
価格が上昇したことにより農業産出額は対前年
比86億円増の105.7%。

※県農業経営課調べ

※生産農業所得統計

※生産農業所得統計

▼農業産出額部門別順位　

▼農業産出額部門別構成割合の推移　

▼農業産出額の推移

▼生産農業所得の推移

　令和４年の本県の食料自給率は生産額ベース
で131％、カロリーベースで40％と全国よりも高
い。

食料自給率8
※生産農業所得統計

令和６年度ながさき農業オープンアカデミー
（経営計画発表会）

（億円）
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地域の特性を活かした農林業の展開9
　本県では、各地域の地形や自然条件を活かして、多様な農林業が営まれている。

①　だいこん（島原市）

④　茶（東彼杵町）

⑦　葉たばこ（五島市）

②　ばれいしょ（雲仙市）

⑤　みかん（佐世保市）

⑧　大区画に整備した水田地帯（壱岐市）

③　びわ（長崎市）

⑥　肉用牛（小値賀町）

⑨　しいたけ（対馬市）

⑨

⑧

⑥

⑦
③

①

④

⑤

②
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主要農産物の栽培こよみ10
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林　　業

　令和５年の本県の森林面積は242千haで、総
土地面積の59％を占めている。このうち民有林
は、218千haで、森林面積の90％に相当する。
人工林は、全体の43％でほとんどがスギ、ヒノ
キの針葉樹となっている。

森林面積1

林産物2
　令和５年の林業産出額は63.1億円となってお
り、近年は栽培きのこ類の産出額が減少してい
る。

　令和５年の木材生産量は168千㎥で前年比
102％となっている。本県の代表的林産物の原
木乾（ほし）しいたけは18ｔ生産され全国第９位と
なっている。また、菌床生しいたけは2,490ｔが
生産され全国第10位となっている。

　令和５年度は搬出間伐1,676ha、主伐・再造
林 61haを実施し、168 千㎥の木材生産量であっ
た。
　令和７年度の森林整備目標は、搬出間伐
2,490ha、主伐110haを実施し、木材生産量
20万㎥ を目指している。
　スギ・ヒノキの人工林が本格的な利用期を迎
えており、「伐って、使って、植えて、育てる」
という森林資源の循環利用を図っていく。

森林整備3

路網整備4
　森林施業の集約化、
林道や林業専用道、森
林作業道の整備、高性
能林業機械の導入によ
り生産性を高め、木材
生産量の拡大を進めて
いる。　
　令和５年度は林業専用道1.7km、森林作業道
184kmを開設するなど、路網整備を進めている。

▼長崎県森林面積（令和５年度）

▼木材生産量の推移

▼原木しいたけの生産
　量の推移

▼林業産出額の推移

▼菌床生しいたけの生産
　量の推移

※その他：薪炭、椿油、木材輸出額
木材、薪炭、栽培きのこ類：農林水産省統計
椿油、木材輸出：県林政課調べ

森林作業道を利用した運材作業

山から搬出される優良な丸太

※農林水産省　特用林産物生産統計調査※長崎県の森林・林業統計

※県林政課調べ

（千万円）
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４．「第３期ながさき農林業・農山村活性化計画」の概要
　１．農林業・農山村の将来の姿
農　業
　農家戸数並びに農業就業人口の減少が避けられない状況の中、令和12年
には経営耕地面積の82% を認定農業者や認定新規就農者、集落営農組織な
どの『産業の担い手』が担う農業構造を目指します。
＜農業所得＞
規模拡大、多収化、コスト低減などにより令和7年までに認定農業者の全
国の主業農家の平均農業所得以上の水準まで引き上げます。
＜産業の担い手＞
認定農業者数を維持し、県内外から広く意欲ある就農・就業希望者を確保
することで令和12年に『産業の担い手』を 6,190 経営体育成します。 
＜経営耕地面積＞
人･農地プランの実質化・作付計画との連動、荒廃農地の再生などにより、
令和12年に経営耕地面積 30,000haを確保します。

林　業
　令和12年に循環利用する森林を60,000ha確保し、計画的な路網整備、
高性能林業機械の活用促進等により木材生産量の増大を図り、林業事業体の
経営改善を進めることで、林業専業作業員を420名とし、林業専業作業員の
平均年収520万円を確保します。

農山村
　将来にわたり、農山村集落の機能を維持・発揮させるため、移住・定住及
び関係人口を拡大するとともに、農山村地域全体で稼ぐ取組を推進し、令和
12年に農山村集落を2,927集落確保します。

　２．農業・林業構造の展望

　３．基本理念
　若者から「選ばれる」、魅力ある農林業・暮らしやすい農山村の実現を目
指します。

　４．基本目標
 ・農林業の生産性向上等により産地の維持・拡大を実現する「産地対策」
 ・多様な担い手が活躍し、支えあう持続可能な集落を実現する「集落対策」
　を車の両輪として施策を展開し、地域の雇用と所得を確保します。

　５．施策の方向性
Ⅰ 次代につなげる活力ある農林業産地の振興
　Ⅰ－１次代を支える農林業の担い手の確保・育成
●認定農業者を確保し、持続可能な産地づくりを進めるため、就農支援
の強化等により、新規自営就農者の増大を図るとともに、雇用型経営
や林業事業体の就業環境を改善し、農林業を良質な就業の場とするこ
とにより、雇用就業者の増大を図ります。

　Ⅰ－2生産性の高い農林業産地の育成
●地域・品目ごとに所得向上を図る「産地計画」を基軸とし、人材、農地、
技術等の生産基盤を強化するとともに、スマート農林業の展開などに
より、経営規模の拡大、単収の向上、コストの低減などにより生産性
の高い農林業産地を育成します。

　Ⅰ－3産地の維持･拡大に必要な生産基盤、加工･流通･販売対策の強化
●産地の維持・拡大に必要な環境づくりとして、生産基盤の整備や農地
の利用調整等により担い手の経営規模拡大を図るとともに、食品事業
者との連携や農林産物の輸出拡大など加工･流通･販売対策を強化しま
す。

Ⅱ 多様な住民の活躍による農山村集落の維持・活性化
　Ⅱ－1農山村集落に人を呼び込む仕組みづくり
●農山村集落の魅力の発信、交流の促進等により、関係人口の拡大を図
るとともに、移住希望者の相談窓口の設置、お試し移住等により移住・
定住を促進し、併せて、多面的機能の維持、防災・減災対策をはじめ
とする安全・安心で快適な地域づくりを進めます。

　Ⅱ－2農山村地域全体で稼ぐ仕組みづくり
●中山間地域に対応した少量多品目周年生産や地域の「顔」となる産品
づくり、農泊の推進、直売所等の販売額向上並びに機能強化、地域の
営農活動に必要な農作業受託・機械の共同利用組織の育成など、農山
村地域全体で稼ぐ仕組みづくりを推進します。

　６．地域別振興方策
　県下６地域の特色ある振興策を盛り込み、各地域の農林業・農山村の将来
像を描いた地域別振興方策に加え、具体的な地域別・産地別の戦略を策定。

　７．活性化計画推進体制
　「ながさき農林業・農山村活性化計画」推進体制
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５．農林関係行政機構図（令和7年4月1日現在）
総務・予算班
企画班
構造改善班
研究・普及班　　　　　　　　　　農林技術開発センター

　　　　みどり戦略推進班
　　　　技術普及・高度化支援班

地域振興班
鳥獣対策班
農地農振班

就農支援班
新規就農相談センター（諫早駐在）　　農業大学校
経営支援班
金融班
農地集積班

農産共済班
果樹班
野菜班
花き特産班

企画・輸出振興班
国内流通振興班　　大阪駐在

肉用牛振興班　　　　　　　　　肉用牛改良センター
畜産経営班
家畜衛生班

調整班
用地管理班
計画調整班
土地改良班
農地防災班
技術情報班

事業推進班
法務調整班

調整班
計画調整班
森林管理班
森林活用班
普及指導班

森林整備班
森林土木班

管理部門
研究企画部門
畑作営農研究部門
農産園芸研究部門
森林研究部門
環境研究部門　　 病害虫発生予察室
果樹・茶研究部門　（病害虫防除所）
畜産研究部門

総務課
教務課
養成部
研修部

総務課
業務課

農　政　課

農業イノベーション推進室

団体検査指導室

農山村振興課

農業経営課

農産園芸課

農産加工流通課

畜　産　課

農村整備課

諫早湾干拓課

林　政　課

森林整備室

農業企画課
長崎地域普及課
諫早地域普及課
大村・東彼地域普及課　　　　　　　　　　　　県北振興局　　農林部
諫早湾干拓営農支援センター
西海事務所
衛生課
防疫課
検査課
用地管理課
土地改良課
農村整備課　　　　　　　　　　　　　　　　　五島振興局　　農林水産部
農道課
諫早湾干拓堤防管理事務所
林業課
森林土木課

農業企画課　　　　　　　　　　　　　　　　　壱岐振興局　　農林水産部
島原地域普及課
雲仙地域普及課
南島原地域普及課
衛生課
防疫課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対馬振興局　　農林水産部
用地管理課
土地改良課
農村整備課
林務課

農　林　部

県央振興局　　　農　林　部

島原振興局　　　農林水産部

農業企画課
南部地域普及課
北部地域普及課
衛生課
防疫課
土地改良課
林業課
森林土木課

農業振興普及課　　新上五島町駐在
家畜衛生課
農村整備課
林務課　　　　　　新上五島町駐在

農業振興普及課
衛生課
農林整備課

農業振興普及課
家畜衛生課
森林土木課
林業課
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農林部地方機関等所在地

長 崎 県 庁

県 央 振 興 局 農 林 部
　諫早湾干拓営農支援センター
　西海事務所
　衛生課・防疫課・検査課
　諫早湾干拓堤防管理事務所

島 原 振 興 局 農 林 水 産 部
　農業企画課・島原地域普及課
　雲仙地域普及課・南島原地域普及課
　衛生課・防疫課

県 北 振 興 局 農 林 部
　農業企画課・南部地域普及課
　北部地域普及課
　衛生課・防疫課

五 島 振 興 局 農 林 水 産 部
　農業振興普及課新上五島町駐在
　家畜衛生課
　林務課新上五島町駐在

壱 岐 振 興 局 農 林 水 産 部
　農業振興普及課
　衛生課
　農林整備課

対 馬 振 興 局 農 林 水 産 部
　家畜衛生課
　森林土木課
　林業課

農 林 技 術 開 発 セ ン タ ー
　畑作営農研究部門干拓営農研究室
　畑作営農研究部門中山間営農研究室
　環境研究部門病害虫発生予察室
　果樹・茶研究部門
　果樹・茶研究部門茶業研究室
　家畜研究部門

農 業 大 学 校
（ 畜 産 学 科 ）
肉 用 牛 改 良 セ ン タ ー
長 崎 県 新 規 就 農 相 談 セ ン タ ー

850-8570

854-0071
854-0038
851-3305
854-0063
859-0146

855-8501
855-0835

859-1415

857-8502
859-6325

858-0911

853-8502
857-4404
853-0031
857-4404

811-5133
811-5732
811-5734
811-5215

817-8520
817-0322
817-8510
817-8510

854-0063
854-0038
854-0302
854-0062
856-0021
859-3801
859-1404

854-0062
859-1404
859-4824
854-0062

長崎市尾上町 3-1

諫早市永昌東町 25-8
諫早市中央干拓 131
西海市西彼町喰場郷 1686-3
諫早市貝津町 3118
諫早市高来町金崎字浜ノ道 149-6

島原市城内 1-1205
島原市西八幡町 8509-2

島原市有明町大三東茂 908-1

佐世保市木場田町 3-25
佐世保市吉井町大渡 80

佐世保市竹辺町 92

五島市福江町 7-1　五島市役所 2階
南松浦郡新上五島町青方郷 1554-3
五島市吉久木町 725-3
南松浦郡新上五島町青方郷 1554-3

壱岐市郷ノ浦町本村触 570
壱岐市芦辺町国分東触 678-7
壱岐市芦辺町国分本村触 1385-1
壱岐市石田町石田西触 1290
　　　壱岐市役所石田庁舎 2階

対馬市厳原地宮谷 224
対馬市美津島町雞知乙 110-4
対馬市厳原町国分 1441 対馬市役所本庁舎
対馬市厳原町国分 1441 対馬市役所本庁舎

諫早市貝津町 3118
諫早市中央干拓 131
雲仙市愛野町乙 2777
諫早市小船越町 1370
大村市鬼橋町 1370
東彼杵郡東彼杵町中尾郷 1414
島原市有明町湯江丁 3600

諫早市小船越町 3171
島原市有明町湯江丁 3600
平戸市田平町小手田免 19
諫早市小船越町 3171

095-824-1111（代）

0957-22-0010（代）
0957-35-4344
0959-27-1821
0957-25-1331
0957-27-7045

0957-63-0111（代）
0957-62-3610
0957-63-0462
0957-68-1177・1178

0956-23-4211（代）
0956-41-2033

0956-48-3831

0959-72-2121（代）
0959-52-8175
0959-72-3379
0959-52-4650

0920-47-1111（代）
0920-45-3038
0920-45-3031
0920-48-5211

0920-52-1311（代）
0920-54-2179
0920-52-5474
0920-52-0318

0957-26-3330（代）
0957-35-1272
0957-36-0043
0957-26-0027
0957-55-8740
0957-46-0033
0957-68-1135

0957-26-1016
0957-68-1500
0950-57-1684
0957-25-0031

（令和 7年４月現在）
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◎第３期ながさき農林業・農山村活性化計画（長崎県ＨＰ）
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表紙：ばれいしょ基盤整備地（愛津原地区：雲仙市）
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